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6月3日（日）の午前9時30分から総合運動公園外周道路で 

リレーマラソン大会が行われました。 

今回の大会は、あと100日足らずに迫った「とびうめ国体」 

をPRしたもので、 ����各地区から記録優先のチーム、のんびり楽 

しく走るチームなど9チーム（341人）がその健脚を競いまし た。 
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て死とすで十のののか「 し診∵だい何 ∴三三㌧∴∴「 

畳塁謹言諜磐罵腎了壷屋 �す る 必 のて口の図りしない高には）レはは ∴三言∴謹 �要 が あ る よ う で 

彊難語薄墨崖 �す 
お∴∴か　つ多と　　男」一体を　　　　　　　　　をかててし必ヒ「％で 

言分ろす出代　り　け腰ス　りがお∴∴な制にそ牽かずよどど酒　　　　　三盆∴　＿＿＿　e 

∴言吉‥∴：∴十十：当十十∴「∴　∴∴∴言で●∴ 

いい補よ妊四す　こ　けなめ多　る　べ　　な事　と　まか担よ過ま　と。““＝iiエー‾ 
いの給う娠十　oしろるつ　く械て　病に治すらがう　営み㍉相野重油蟻醗答‾，該： 
と部すでや歳i∴れ：だとレ摂会、　気も漂。脳かでになに　　　　　　一lロ呼真情診 
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菓脈動】四日臨時gt面晴間Ⅲ国書 �別 条 習 慣 病 と �●図3項目別異常者致 先　　〔課蕊中〕 

ように検診で健康チェック 
総合検診の受診票は各区長を通じて配布されますので、受診 ��　（圏は男子） 100 

の際にお持ちください。なお、検診日までに受診票の届かない 
人や、他の機関で受診される人は、福祉課保健衛生係までご遵 
絡ください。また、都合により居住地区内で受診できない人に 
おいては、他の地区で受珍することができます。 
福祉課保健衛生係　℡（293）1234 

田園喜田8回田園－開聞涯遡離翌遜二藍彊聞 ��十日目］』旧 
適∴宮　6月2－日㈱9時－11暗渠全霊観察‘7月19日㈱9回汁1時慈恵 

日蝕　6月獅㈱樵＝鵜塞民謡　今積　7月24日的諜＝牒銀幕 

島津　6月訪日㈹9時－1－時義藷　木寺　7月25的‖諜＝能否民嘉 

新町　6月27日㈱能＝鴇懐民緊　上納　7摘日㈱轄＝煤去賎 

6月28日休日時－1虜塞民怒　西町　7月30日〈月〉9時－11時墓民葱 �� 

若∴松　7月3恥能＝膳憶欝　東町　8月一日㈱9時十時基氏怒 ��　宙∴∴∴∴膚∴∴ご 膏血息病室 血図轟雇雇古 　いを∴芝i 異富合〈ル 庄柏∴宣i∴宣∴宣∴豊 

中央　7月4帥日誌＝鴬嬢籠　若葉台　883脳9時一1－時議畠 

屠場　7月9弼）譲二膳暴戻欝　東和苑i8月9日休〉轄二糖諜欝 

旧停　7月11日㈱9時－11時姑祭。　8月－0胎9時－1崎韻葱 

別府　7月－2日㈱能＝鵜洪悪　巻貝　8月釦旧《月）9時－1惰宏民患 

●地区別受診率（平成元年度） 
捕え　7師的9時一時懐民蔑　浅木　8月劉㈱轄＝瑞雲民森 
鬼溝　7月－6恥，諜＝鵜塞民削雪裟　8月23日㈱能＝鴬態慈 

広波　7月－7恥鴇＝塵宏民謹　賀Iii8月28的龍＝懐怒絹 ��i　ベスト5　　　ワースト51 

松ノ木　7月－8日㈱轄＝膳毅盃　もれ吉　9月獅㈲能＝犠蒜繕 ��1　老　良　90％1　西　町　54％ 

園田 ��2　若　松　86％　2　日　図　60％ 

3　島　津　86％　3　東　町　68％ 

4　浅　木　85％　4i自　信　69％ 
′料∴金…500円 ��5　今古賀　85％　5　広　渡　72％ 

検とのし見出．まが 的；な∴たに果人診た な」い。発がにし冒ち 行は国の 

′料　金・・・無∴料 

書画田圃寒 

′料　金…500円 

となります。 

で　と　と　捲　　り　国　　細綿で巡各人　　と　　れ運 
き　い　でつ多県平63か果　く　園地に遠い健　で動 ��た　進徴全病 
る　う　す　と　く　下均年い　を　だ　し　区検賀　う　康引、 
よ　視　oい　の　での度サ　自　さ　ま　の診町　こ　な　さ　ス 
う　点　自　う　人　も　30のi宅い　す　公　を　で　と　生起ト 
心　に分　こ　かト・受　ビ　に　0　0民受　は　が　活　こ　レ 
掛立の　と　自　ツ　7　診　ス　郵　ま　都飽け’言は　さ　ス 
け　ち　健は分　プ％率　も　送だ合を　て今え　良れ　な �も 
て、康’ので　を　は行す’の28い年　ま　い　ま　ど �口 
く　元は　と　健す　は82　つ　る　検良　日　だ∴も　ず生す　日 �わ 
だ気自　て康　o　る・て　な診い間だ　よ　o活　○常 �れ 
さ　で分　も　に　　か　2　い　ど　後　日　の　け　り　　習　　生 � 
い　長　で良関　　に1％　ま　、“に　日　る　多　　慣　　活 �食 o生守い　心　　上で　す　き　検受置　よ　く　　か　　の �事 

き　る　こ∴を　　回全　o　め　診　げ　で　う　の　　ろ　　乱 � 

帽
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諜難語需　　給謹誰用畠講講擢官需皆書面匪重さ 
焚　く　の　　腸圭は �お � �救 急 �火 災 �璃 �後なべ　く　性にて　ど危すなはん　　　　　　　　＿ 
を　銀　のりの む　沓　射ゆ穂 �����頼 �貸し：謹蟹患靖麗し善最　　　　つ 
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291車 

言、 
22 �情 

40 �情 

135 �4 �▲ 日 計 

コ　　子　　の　　夫　　選 ������侠　　気　　次　ス　め　牲ん　ス　油 
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●
特
集
国
体
料
理
講
習
会

十
六
人
の
お
母
さ
ん
が
心
を

込
め
た
〟
も
て
な
し
〟
で
待
っ
て
い
ま
す

9
月
9
日
か
ら
1
2
日
ま
で
4
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
〝
と
び
う
め
国
体
・
漕
艇
競
技
〝
。

遠
賀
町
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
る
選
手
の
み
な
さ
ん
に
少
し
で
も
良
い
思
い
出
を

作
っ
て
も
ら
お
う
と
的
戸
の
お
宅
で
8
4
チ
ー
ム
、
3
8
8
人
の
高
校
生
ク
ル
ー
か
民
泊
を
す

る
予
定
で
す
。

と
こ
ろ
か
一
番
の
悩
み
は
、
や
っ
ぱ
り
選
手
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
食
事
の
こ
と
で
す
。

こ
の
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
、
町
で
は
0
0
人
の
お
母
さ
ん
た
ち
を
地
区
ご
と
3
班
に
分

け
、
2
回
ず
つ
標
準
献
立
料
理
繍
晋
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
指
導
に
は
1
6
人

の
緑
黄
会
（
遠
賀
町
食
生
活
改
善
推
進
会
）
の
会
員
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
策
2
班
0
0
人
の
お
母
さ
ん
の
奮
闘
ぶ
り
を
取
材
し
て
み
ま
し
た
。

栄
養
と
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

献
立
て
に
は
約
7
0
品
目

大
会
は
9
日
か
ら
1
2
日
ま
で
の
4
日
間
で

行
わ
れ
ま
す
が
、
遠
方
な
ど
の
チ
ー
ム
で
は

最
高
7
泊
8
日
の
滞
在
期
間
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
期
間
中
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
用
憲

す
る
食
事
は
1
日
3
回
の
計
柳
回
に
も
な
る

の
で
す
。
こ
の
た
め
棟
韓
献
立
表
の
メ
ニ
ュ

ー
に
は
約
7
0
品
目
の
料
理
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
参
加
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

と
「
品
目
は
確
か
に
多
い
で
す
ね
。
で
も
そ

れ
ほ
ど
手
の
混
ん
だ
料
理
も
な
く
、
こ
れ
く

ら
い
な
ら
出
来
そ
う
で
す
よ
。
国
体
ま
で
毎

日
一
品
ず
つ
試
食
の
つ
も
り
で
作
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
ま
す
」
と
柴
田
順
子
（
広
漠
）

さ
ん
。
う
～
ん
、
さ
す
が
遠
賀
の
お
ふ
く
ろ

さ
ん
と
い
っ
た
感
じ
で
力
強
い
言
葉
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

1
人
も
の
選
手
を
預
か
る

家
庭
も
あ
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
民
宿
を
引
き
受
け
ろ
選
手
の
数

は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
都
塵
数
や
畳
数
な
ど
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
舵

手
付
フ
ォ
ア
の
選
手
は
6
人
で
一
チ
ー
ム
、

こ
れ
に
監
督
を
合
わ
せ
る
と
7
人
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
「
試
合
前
日
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
開
き
や
す
い
よ
う
に
」
と
原
田
恭
子

さ
ん
。
こ
こ
ろ
優
し
い
気
く
ぼ
り
で
す
ね
。



衛生面と材料など

のグラム数には特

に気を付／
けてくだ
さい。

巣養士　中田京子さん

遠貰町で行われる漕艇競技は例

年全国的にみてもサルモネラ菌や

ブドウ球菌などによる食中毒が発

生しやすい時期に開催されます。

大会に出場する選手たちが快適な

環境のもとで十分に持てる力を

発揮できるよう「衛生的で安全な

食品」を提供することをまず心掛

けてもらいたいのです。

例えば、食器、包丁、まな板な

どの洗浄・消毒を必ず行う。また、

冷蔵保存は5℃以下で行い加熱は

食品の内部まで十分にすることな

どです。

選手たちの運動量に対するカロ

リーは十分なのですが塩分や糖分

を蒸らせ過ぎたりするのは禁物で

す。グラム数さえ守ってもらえば

調理法は工夫してもらってもかま

いません。

選手たちにとっては一生に一度

の大会です。いい思い出を作って

あげてくださいね。

いつも≡コ誘轍鵡融り謹謙 　　れ話の睦れ 　高車熊器 　灘一食崎ぎ粥語彙 　　に∴を蓮 　　あり 　将き。 （ �遠 賀 俳 友 句 ∠ゝ �さ手 しの さ具 に合 会い うど つ か と 重 Iココ か け て 寄 り 来 ろ 嫁 三の 浦や 寿 美 子 

十㌧：三∴∴：∴∴「 �云 抄 

め
の
料
理
講
習
会
〟
な
ど
の
活
動
を
通
し
て

町
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
い
食
生
活
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
活
躍
し
て
い
る
団
体
な
の
で

す。

こ
の
日
の
誕
習
会
で
は
「
少
し
味
が
薄
い

と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は

皆
さ
ん
が
漠
い
味
に
慣
れ
て
い
る
か
ら
な
ん

で
す
ヨ
」
と
塩
分
ち
び
か
え
る
様
に
指
導
し

て
い
ま
し
た
。

遠
賀
町
に
来
て
良
か
っ
た
。
と

思
っ
て
く
れ
た
ら
、
そ
れ
だ
け

で
嬉
し
い
で
す
ヨ
き
っ
と
…

た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ど
う
そ
、
参
拝
し
下
き
い
・
・
・
。

民
泊
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
の
で
、
多
少
の

不
要
は
め
っ
た
の
で
す
が
、
お
父
さ
ん
と
お
母

さ
ん
の
お
顔
を
見
た
瞬
間
、
そ
ん
な
手
堅
は
捻

く
な
り
ま
し
た
。

農
技
5
年
生
の
最
後
の
ク
ラ
ス
の
国
体
で
、
本

当
に
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

心
の
温
か
い
a
な
き
ん
と
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
の
こ
と
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

本
当
に
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
－
き
い
ま
し
た
。

言
葉
で
は
、
言
い
尽
く
せ
な
い
ぐ
ら
い
で
す
。

又
、
沖
縄
に
行
く
機
会
が
む
っ
た
ら
、
必
ず
顔

を
見
せ
に
行
き
ま
す
。

京
鉱
に
い
ら
し
た
時
は
磐
9
連
絡
し
て
下
き
い

指
導
に
は
い
つ
も
6
人
の

緑
黄
会
の
人
た
ち
が
協
力

料
理
講
習
会
の
指
導
に
は
保
健
所
で
み
っ

ち
り
勉
強
し
て
き
た
地
区
指
導
員
（
緑
黄
会

会
員
）
1
6
人
が
交
代
で
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
緑
黄
会
は
、
普
段
か
ら
′
お
じ
い
ち

ゃ
ん
の
料
理
講
習
会
，
や
。
独
居
老
人
の
た

河
原
田
　
光
　
代

巻
頭
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
そ
の
後
、
い

が
が
お
導
）
U
で
し
ょ
う
が
？

東
部
は
、
す
で
に
重
く
お
っ
て
き
て
い
ま
す
。

沖
縄
か
ら
撮
っ
て
き
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

今
、
気
温
差
に
ち
ょ
っ
と
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

国
体
で
は
、
本
当
に
お
竹
尾
に
な
り
ま
し
た
。

一
気
に
、
に
ぎ
や
か
な
娘
が
、
1
人
も
増
え
て
、

本
当
に
大
童
だ
っ
た
こ
と
だ
と
患
い
ま
す
。

失
礼
肇
さ
も
、
不
倫
僕
に
思
わ
れ
た
「
さ
も

へ
病
気
な
ど
し
な
い
よ
う
、
休
に
気
を
つ
け
て
下
へ

～
き
い
。
本
当
に
め
り
か
よ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
“

、
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町内魯小学を妥‘とびうめ国体記念’’ 
春季大運動会ぞフイ“バー 

5月紳日（日）の午前9時から町内の各小学校で春 

季大運動会が開催されました。今年は皆さんこぞんじ 
の通り、とびうめ国体、が遠賀町で開催されるため、 

各小学校のグラウンドには国体の政が立てられ運動会 

を一層華やかにしていました。広凌小学校では2年生 

による「がんばれ．′えりまきとかげ」や5・6年生に 

よるダンス「船出」など32種目の競技が行われました。 

なかには「国体音頭」を全校生で踊ったり、PTAに 

よる「むかで競争」では国体のマスコット　eフッくん、 

が応援にかけつけたり楽しい一日を送りました。 

、＿－iここ 　　塙 ii中や－」一丘－”－Sm＿ ��� � �」 一一一重さ � 

ヽi轟で＼■T i キ二 ∴÷∴ I e ま －〇m ��灘 崎一 

芝i′違、 �課聖 書－∴二一 � �モー－ �6年生I �るダ �ス「船出」 ㌻C‾－‾”i‾－ 　一〇一一一一一一一一一一一一十 漉i▲広濾小学校5、 

留多謝こ係る隻脚－？ 
遺跡の所在地は大字尾崎字天神で、遺跡分布図にも 

記載された周知の遺跡です。砂採取の申請が提出され 
た後の3月末に試掘を行い、竪穴住居等が確認された 

ので5月2日より本格的な調査を開始しました。現在 

まで竪穴住居5棟、建物7軒、溝2条、鍛冶炉2基が 

発見されました。出土品には多数の土器の外に斧や鎌 

と刀子（小刀）の鉄器や石鍛（矢じり）も出土し、6 

世紀代の時期の品が大半以上を占めています。また 

300点以上の鋲津（鉄のガス）の出土と鍛冶炉の存在 

から製鉄に係る集落跡の可能控が高く、当遺跡の特徴 

の一つに挙げられます。今後、更に多くの遺構や造物 

が出るでしょう。一度見学に来てみてはどうですか9 

一一一一一一一－ ∴∴ ∴∴ 　∴、∴ 

「∴∴∴∴丁 ．雪rr∴：∴∴「 　　　　　‾二、一／二で 

－∴∴∴一∴∴　　∴ふ、へぎ∴∴∵∴「 

‾三㌧　　　　　／窪整脇座 

▲さすが元ニュースキャスター　とっても分かり易すかったでず∃

四国密国で「戦後得たもの
文化講演会　　笑ったもの」

5月6日（日）の13時から別府区公民館で元NHKニュ
ースキャスターで現在宗像ユリックスの館長をされている

井III良久氏による文化講演会が開かれました。大貝教育長
秦町会議員議長のあいさつの後、演題「戦後得たもの失っ
たもの」について戦後末期の昭和柳年代の自分の生きざま
を通して講演された井川氏。「戦前は言論、報道の自由な
どというものがなかった。それが戦後は自由になった。し

かし今の人々はそれがあたり前になり　e自由、のありがた

味を忘れているのでは？」と熱っぽく語り最後に「皆さん
どうかさりげない優しさを大切にしてください」と締めく
ノ　hl士I　＋●

葛1㌔ ′／／／一一 �擢轟聞き �′椎翌 �顕悶1、暮． 

浅 �、一一 一業一＿ブ �‘＼：∴ 

摘索 

第22固 辞秀夫99下豊麗発表大会 5月27日（日）、午前9時から若宮秀夫先生の門下生に 

よる民謡・民舞の発表会が遠賀中央公民館で開催されまし 

た。若宮氏は財団法人日本民謡協会認定の教授で遠賀町で 

も旧侍、浅木、千代丸、静光園で約70人の生徒さんに民謡 

を教えて活躍されています。「民謡は精神安定や朋酒量を 

必要とするため血の流れが良くなりボケ防止にはとっても 

いいんですヨ」と若宮氏。お弟子さんで浅木にお住まいの 

浦辺さんも「私は北国出身で先生の歌にも北国の歌が多か 

ったので、なんだか棲しくて習い始めたんです。」と出番 を前に語ってくれました。 



＿〃〃＿○○＿〃〃　＿○○＿○○＿〃■ 
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●新刊図書が30冊入りました。 
、－　1°○○〃〇〇〇”〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

郎 ⊥三遼 三十 �＼醐畷 ＿。，．，1，，，，1，，1，，18恥 －019 

∴十°可∴： 　　　　　　」 

〈一　般）　　○鬼と人と上巻　　○秘蔵浮世絵大観7 
○あなたのからだ①　○　／　下巻　　　キメ美術館Ⅱ 

○書物と生活　　　○風の嘩　　　　○さらば桑田真澄， 

○ぺレ　　　　　○絵て童子松平鯛1　さらばプロ野球 

○涼風大二郎の快走録　○　　／　　2　　（児　童） 

○秦の始皇帝　　　0　　　　　　3　0砧姫物語 

○聖徳太子（上）　○大いなる失敗　　○アンルマンたんじょう 

○　ク　（下）　○りんごの涙　　　○雲のようなぼくの恋 

○ピアニシモ　　　○影武者創＝家康上巻　○ガールフレンドは 

○全逓・人道　　　○　／　　下巻　宇宙魔女 

OTVピープル　　○喉臥大二部の快走録　○木を植えた男 

○ゴルバチョフ暗殺　○秦の始皇帝　　　　　　　　　など 

30冊の新しい本が入りました。ご利用ください。 

S開鑓時間　9：30－18：00 

〃休館日　月曜日・祝日 ����� 
〃電　　話　293－1356 ����� 

臆 ‾■〇°“‾ 

覇諌言 �� 
醗／　　露」誓董巨 �� 

ll薫 

SSSSS臆書取一．∴ふふふ」 

これからの郡内は合脱力も共同処理力も 
連賀田の将来を害える調病舎 

5月18日、遠賀町コミュニティセンターで「市町村にお 

けろ広域行政のあり方」についての講演会が開かれました。 

講師は千葉経済大学教授の柴田啓次さん。この語源会は、 
郡内の町議会議員で組織する「遠賀郡の将来を考える調査 
委員会」が開催したものです。「市町村の区域とは、日常 
的な生活面を満たすことを目安に考えるべきでしょう。遠 
賀郡が一つの核として、そこに住む人々に、より良いサーピ 
スを効率的に提供してゆくことを考えろことが大切です」 

と柴田さん。ゴミ処理や消防のような共同処理方式が良い 
のか、郡内合併が良いのか、地域の将来を見据えた選択が 

必要ということでした。 

▲6月上旬lこ完成する農園、秋の収穫が楽しみです。

おじいちゃん、おばあちゃん参加してみませんか。

「生きがい農園」がもうすぐ完成

高齢者の生きがいと健康づくりのための農園を西川河川

敷に造成中です。この度園は、厚生省のモデル指定をうけ

遠賀町が実施する函薬で、運営については町老人クラブ連

合会に委託されます。参加者は現在地区老人クラブで募集

中です。作業もごく掻い仕事で回数も1カ月に1回程度で

短時間で終ります。仲間と語り合うだけでも楽しいもので

す。今年は「芋づくり」を予定しています。大自然のなか

でお互いに助けあって働き収穫の喜びを味わいませんか。

参加を希望される人は、各地区の老人クラブ会長まで（広

報5月10日号16ページ参照）連絡してください。



緊急避難場所（非常時の連続絹甲絹籠請謁）
芙 �中 �広渡 道広 富源 ��若 葉 ム 口 �松 ノ 本 �木 �旧 �東 �新 �遠 賀 Iii �老 �東 和 苑 �浅 �西 �上 別 府 �虫 生 津 �合 古 賀 �別府 千別 代 丸府 ��田 �尾 �鬼 �若 �島 �区 

蓉 �央 �����守 �停 �町 �町 ��良 ��木 �町 ������園 �崎 �津 �松 �津 �分 

芙 蓉 ノ＼ �中 �道 官 ノ＼ �広 �若 葉 ム 口 �松 �木 �旧 �東 町 ノ＼ �新 �遠 �老 �東 �浅 木 ノ＼ �西 �上 �虫 生 津 �今 �千 �別 �田 園 �尾 �鬼 �若 �島 �第 1 �避 
央 区 ��渡 公 民 ��ノ 本 �守 ノ＼ �停 公 民 ��町 ノヽ �賀 Iii 公 民 �良 ノ＼ �型 タロ ��町 ノ＼ �別 府 ��古 賀 �代 丸 �府 公 民 ��崎 公 民 �津 ′＼ �松 ノ＼ �津 ノ＼ 

ム 民 �公 民 �ZI 民 ��公 民 �公 民 �÷ヽ 民 ��公 民 �ム 民 ��∴、 民 �公 民 �∴ 民 �∴、 民 �公 民 �公 民 �公 民 �公 民 ��集 会 ��■ヽ 民 �．∴ 民 �公 民 �避 難 

館 遠 賀 南 �館 �館 �館 �館 若 葉 ＿Lヽ 口 �館 �館 遠 賀 南 �館 �館 東 町 ノヽ �館 �館 遠 賀 �館 �館 遠 賀 南 中 手 放 �館 �館 西 町 公 民 館 �館 �館 遠 賀 南 中 学 校 �館 �館 遠 賀 中 学 校 �館 �所 尼 崎 公 民 館 �館 �館 町 民 体 育 館 �館 �館 町 民 体 育 館 ��難 場 所 

遠 賀 中 �遠 賀 ���遠 賀 ��老 人 … ��遠 賀 ��遠 賀 南 ��遠 賀 南 ��遠 賀 南 ��遠 賀 ��別 府 ノ＼ ��尾 崎 ノ＼ ��町 民 ��第 2 

申 子 校 �学 校 �中 学 校 ��公 民 館 �中 学 校 �中 学 校 �憩 の 家 �二、 民 館 �中 学 校 �中 学 校 �中 子 校 ��中 学 校 ��中 学 校 ��中 学 校 ��ZI 民 館 ��Z〕 民 館 ��体 育 館 ��避 難 

※第1避難は、部分的災害が発生した場合に、近くの公共施設をとに一時収容する。

※第2避難は、遠賀川、西川堤防潅水、決壊をと最悪の非常事態が発生した場合収容する。
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く



入居者募集
（残り一戸）

今年の3月に完成しました町営

住宅（2標目）の残リ1戸の入居者

を募集します。入居を希望される

人は、お早めに申し込みください。

漢藷秦荘一書

′楊　所　遠賀町大字広渡字道官

′募集戸数1戸（3K、3階）

′家　賃　月額29，500円

◆共益費　月額　4，000円程度

◆敷　金　　　88，500円

（家賃の3カ月分）

′入居資格
・町内に住所または勤務場所を

有する人
・現に同居し、または、同居し

ようとする親族がある人
・収入が下表に示す基準以内の

人

◆申込期間　6月11日（月）一
一6月22日（剣

※期間内に入居申込が無い場合は

以後随時受け付けます。

◆申込方法　役場総務課窓口に用

意しています所定の申し込み用

紙に記入のうえ、提出してくだ

さい。

′申込み・問合せ先

遠賀町役場総務課管財係

℡293－1234内線（264）

入居資格収入基準
（給与所得者の場合）

し木霊は収入を得ている人が一人の場合です）

、－｝－i �1　人 �2　人 

年 �2．424，000 　円以上 �2，896．000 　円以上 
収 額 �3，464，000 　円未満 �3．876．000 　円未満 

ー；∴　－i �3　人 �4　人 

年 �3，360．000 　円以上 �3．772．000 　円以上 
収 領 �4．288．000 　円未満 �4．700，000 　円未満 

困一

ir瞥講読一　鵠基層 ���暮雪ヨ8 さ ん ヽ 2 階 建 て 速肥口蓋描謹孟 

調遠賀川駅　聾韓毒 
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整　理　料　金　表

利用の種類 �利用者の区分 ��利用期間 �利用料金 

登録利用 �階 �学　生 �6カ月 �1，500円 

12カ月 �3，000円 

一　般 �6カ月 �2，500円 
12カ月 �5，000円 

階 �学　生 �6カ月 �750円 

12カ月 �1，500円 

一　般 �6カ月 �1，250円 
12カ月 �2，500円 

屋外利用 � �� �無　　料 

人
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お
持
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の
う
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役
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▲
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詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先

遠
賀
町
役
場
総
務
課
　
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

内
線
（
2
4
6
）

現
在
2
階
建
て
自
転
車
駐
輪
場
が
空
い
て
い

自
転
車
の
路
上
放
置
は
歩
行
者
や
車
高
通
行

自
転
軍
配
臨
場
を
ご
利

自
転
車
通
勤
・
通
学
の
皆
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芭
∴
窮

福
祉
作
業
所
指
導
員

芦
屋
町
に
あ
る
遠
賀
福
祉
作
業
所
で

は
ヤ
ル
気
の
あ
る
指
導
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
仕
事
内
容
）
遠
賀
郡
内
か
ら
の
入
所

障
害
者
の
作
業
指
導
、
生
活
指
導
●
条

件
）
①
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者
②
障

害
者
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人
③
健
康
な

人
、
高
齢
者
観
迎
●
勤
務
地
）
遠
賀
郡

芦
屋
町
緑
ヶ
丘
4
－
4
2
遠
賀
福
祉
作
業

所
●
申
込
み
方
法
）
希
望
さ
れ
る
人
は

6
月
2
5
日
頃
ま
で
に
℡
（
2
2
3
）
1

1
8
9
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
4
3
回
全
国
植
樹
祭

「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

募
集

福
岡
県
で
は
、
「
緑
豊
か
な
郷
土
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
平
成
4
年
に

第
4
3
回
全
国
植
樹
祭
を
朝
倉
郡
夜
須
町

で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
に
向
け
て

森
林
や
緑
の
大
切
さ
を
表
し
た
ふ
さ
わ

し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格
）
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
●
締
切
）
7
月
3
1
日
●
応
募
方
法
）

B
4
判
の
ケ
ン
ト
紙
か
画
用
紙
の
横
書

き
と
し
、
左
半
分
に
デ
ザ
ィ
ン
を
右
半

分
に
制
作
意
図
の
簡
単
な
説
明
、
住
所

氏
名
な
ど
を
記
入
の
う
え
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
●
発
表
）
1
2
月
（
予
定
）
●

ほ
う
鴬
）
賞
状
と
副
賞
（
特
選
l
点
1
0

万
円
、
佳
作
2
点
l
万
円
）
●
申
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
県
水
産
林
務

部
全
国
植
樹
祭
準
備
室
℡
0
9
2
（
6

5

1

）

1

1

1

1

平
成
2
年
度

郵
便
外
務
職
員
募
集

九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
各
地
の
郵

便
局
に
勤
務
す
る
郵
便
外
務
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
員
）
約
3
5
0
人
●
受

験
資
格
）
昭
和
3
5
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
募
集
期
間
）
7
月
1
0
日
（
火
）
～
7

月
1
9
日
（
木
）
●
損
壊
日
）
一
次
8
月

1
9
日
（
日
）
二
次
9
月
下
旬
～
1
0
月
上

旬
●
試
験
地
）
北
九
州
市
な
ど
2
0
カ
所

●
そ
の
他
）
受
験
案
内
、
申
込
書
な
ど

に
つ
い
て
は
、
6
月
中
旬
以
降
郵
便
局

に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
●
問
い
合
わ

せ
先
）
遠
賀
川
郵
便
局
℡
（
2
9
3
）

0
（
0
4
2

舞
台
は
中
南
米
、
3

年
間
の
生
活
体
験
l

海
外
開
発
青
年
募
集

●
受
入
機
関
）
中
南
米
8
カ
国
の
日
系

公
共
団
体
、
企
業
、
政
府
機
関
な
ど
●

職
種
）
農
林
水
産
・
工
業
・
商
業
・
教

育
文
化
・
医
療
福
祉
な
ど
の
仰
職
種
●

期
間
）
3
年
間
（
期
間
終
了
後
は
定
住

可
能
）
●
経
費
）
往
復
旅
費
・
現
地
生

活
費
な
ど
支
給
●
募
集
人
員
）
0
0
人
●

応
真
資
格
）
柳
歳
か
ら
3
5
歳
の
短
大
・

高
専
卒
以
上
の
人
で
中
南
米
日
系
社
会

等
の
向
上
に
必
要
な
技
術
、
技
能
を
有

す
る
人
●
募
集
期
間
）
6
月
1
日
（
金
）

～
7
月
同
日
（
火
）
　
●
申
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
）
国
際
協
力
奉
楽
団
九
州
支

部

℡

0

9

2

（

4

5

1

）

3

3

8

0

閏
囲
○
田
園
合

平
成
2
年
度
福
岡
県

警
察
官
採
用
試
験

●
受
付
期
間
）
6
月
4
日
（
月
）
～
7

月
3
日
（
火
）
●
採
用
予
定
人
員
）
警

察
官
A
聞
入
●
受
験
資
格
）
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
か
同
等
と
認
め
ら

れ
る
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
平
成

3
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
で

頗
和
銘
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
餌
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
●
試
験

日
・
試
験
場
）
一
次
試
験
7
月
飽
日

（
白
）
8
時
5
0
分
～
1
7
時
、
北
九
州
市

で
は
小
倉
高
等
学
校
●
受
験
手
続
き
・

問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
県
警
察
本
部
警

務
課
任
用
係
℡
0
9
2
（
6
2
2
）
0

保
母
資
格
試
験
の

受
験
準
備
講
国
会

福
岡
県
保
育
所
連
盟
で
は
有
能
な
保

母
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
を
目
的
に

毎
年
準
備
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
講
習
期
間
）
7
月
1
6
日
（
月
）
か
ら

2
8
日
（
土
）
の
㌶
日
（
日
）
を
除
く
1
2

日
間
●
会
場
）
第
一
経
済
大
学
記
念
厚

生
会
館
●
受
講
資
格
）
原
則
と
し
て
、

高
等
学
校
以
上
の
学
校
卒
業
者
ま
た
は

釆
春
卒
業
見
込
み
の
人
●
受
精
料
）
全

日
程
受
講
1
2
、
0
0
0
円
、
4
日
以

上
受
諮
8
、
0
0
0
円
、
3
日
以
内
受

講
1
、
0
0
0
円
●
講
習
内
容
）
保
母

資
格
試
験
科
目
全
般
●
愛
機
手
続
）
受

講
受
付
け
は
福
岡
県
保
育
所
連
盟
で
6

月
1
5
日
か
ら
1
月
1
0
日
ま
で
行
い
ま

す
。
な
お
福
祉
課
窓
口
に
受
話
申
込
書

を
用
達
し
て
い
ま
す
。
●
問
い
合
わ
せ

先
）
　
福
岡
県
保
育
所
連
盟
℡
0
9
2

（
6
4
1
）
7
9
3
4

お
馳
9
時

男
女
雇
用
機
会
均
等

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ

て
今
年
で
5
年
目
を
迎
え
ま
す
。
し
か

し
職
場
に
よ
っ
て
は
、
必
ず
し
も
女
子

が
そ
の
意
欲
と
能
力
に
応
じ
た
待
遇
を

受
け
て
い
る
と
は
言
い
難
い
ケ
ー
ス
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
あ

な
た
も
も
う
一
度
均
等
法
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
テ
ー
マ
）
　
『
女
杜
を
も
っ
と
活
か
し

た
い
／
5
歳
に
な
っ
た
均
等
法
」
　
●
目

時
）
6
月
幾
日
（
金
）
1
3
時
～
1
6
時
0
0

分
●
会
場
）
都
久
志
会
館
ホ
ー
ル
●
対

象
者
）
事
業
主
、
人
事
担
当
者
、
働
く
女



参加資格
（1）福岡県内に居住するアマチュアゴルファーで、JCA所属ゴルフ

（2）艶籠議決イキャップと年齢基治は次の表のとおりとする。

ば国勢調査の日です。
今年の10月1日lこ15回目の国勢調査が全国いっせい

に行われます。この調査は高齢化社会の実態や虚業桟

道の変化、人口移動の実態を明らかにし、これからの

行政を考えていくうえで大切な資料となるものです。

皆さんのお宅には9月下旬から10月上旬にかけて調査

員がお伺いします。積極的なご協力をお願いします。

lⅦ技脚醗センター
D講習会案内Ⅲ

★グラインダー作業特別教育

7月21日仕〉－22日（日）の2日間、

午前9時から午後6時、定員10名
卜受講料（経寅）・・1，000円
卜申込期限・7月13日まで

★NCフライス盤中級・上級＝

7月17日㈹から8月30日（木）の12

日間（毎週火、木）午前9時から
6時、定員10名
卜受講料（経費）・・4，000円

卜申込期限・・・7月9日まで

★アーク・半自動潮鞠鎮詳購（輔）

7月28日仕）、7月29日（日）の2日

間、土曜は午後1時から6時まで、
日曜日は午前9時から6時、定員
名10名

卜受講料（経費）・・2，000円

卜申込期限…7月20日まで

★アーク・半自動・TIG溶綾
検定準備

7月30日（月）から8月3日（鉛の

5日間、午後6時から9時、定員
名10名

卜受講料（経費）・4，000円、5，000

円、8，000円

卜申込期限・7月23日まで

申し込み・問合せ先
八幡技能開発センター開発援助課

℡641－4906

（八幡西区穴生三丁目5－1）

今年の夏まつり（盆お

どり・イカダ競争）は

国体開催のため中断。

代わりに「とびうめ国

体」前夜祭が9月8日
に行われます。

お詫びと訂正
5月25日号の2ページの来月の

納税は今月の納税の誤りでした。

怪
、
一
般
県
民
4
0
0
人
●
参
加
費
）

無
料
●
内
容
）
津
田
塾
大
学
教
授
、
金

城
清
子
氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
職
場
で

活
用
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
ほ
か

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
●
問
い
合
わ
せ
先
）
福

岡
県
労
働
福
祉
課
婦
人
労
働
係
℡
0
9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

由生
涯
学
習
通
信
部
座
を

要
請
し
て
み
ま
せ
ん
か

を
ご
請
求
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
）
〒
離
－
侃
東
京
都
国
立
市

富
士
見
台
2
－
紡
N
H
K
学
園
8
E
3
1

係
℡
0
4
2
5
（
7
2
）
3
1
5
1

「
と
び
う
め
自
体
」
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
購
技

ゴ
ル
フ
競
技
予
選
会
開
催

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通
信

講
座
の
夏
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す。◎
生
涯
学
習
通
信
機
座

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
書
道

俳
句
、
短
歌
、
囲
碁
な
ど
6
7
講
座
鵬

コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

に
脚
万
人
の
人
々
に
受
講
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
に
2
千
人
の
講

師
陣
が
添
削
し
、
い
つ
で
も
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

●
申
込
期
間
）
5
月
1
日
か
ら
7
月
3
1

日
●
申
込
み
方
法
）
郵
便
番
号
、
住
所

氏
名
、
電
話
番
号
と
希
望
の
講
座
名
を

ハ
ガ
羊
に
明
記
し
て
案
内
書
（
無
料
）

県
民
総
参
加
の
開
か
れ
た
と
び
う
め

国
体
を
め
ざ
し
、
広
く
県
民
各
層
か
ら

の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
た
め
、
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ゴ
ル
フ

競
技
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
予
選
会
期
日

平
成
2
年
9
月
訪
日
（
木
）

●
予
選
会
場北

九
州
地
区
　
周
防
灘
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
（
椎
田
町
）

●
参
加
資
格
　
右
下
の
表
参
照

●
参
加
料
・
申
込
み
先

参
加
料
5
、
0
0
0
円

〒
磁
I
O
l
鞍
手
郡
若
宮
町
大

宇
宙
野
馳
　
国
民
体
育
大
会

♂
国
勢
開
蓋
の

調
査
員
を
募
集
中

若
宮
町
実
行
委
員
会
事
務
局

●
申
込
み
締
切
　
7
月
鮪
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
範

遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
℡
（
2
9
3
）
1
2
3

4

か

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ

ー
℡
（
2
9
3
）
6
5
2
5

※
な
お
、
参
加
申
込
書
は
所
属
ゴ
ル
フ

場
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
で
は
、
区
分
け
さ
れ
た
地
区

の
世
帯
を
訪
問
し
て
世
帯
の
状
況
を
報

告
し
て
い
た
だ
く
調
査
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
田
査
員
の
要
件
）
柳
歳
以
上
6
5
歳
未

満
の
人
で
秘
密
を
厳
守
で
き
熱
意
の
あ

る
人
●
鵠
査
員
の
身
分
）
任
命
期
間
中

は
国
家
公
務
員
の
特
別
職
に
該
当
し
ま

す
●
頭
蓋
期
間
）
平
成
2
年
9
月
織
目

（
日
）
か
ら
1
0
月
7
日
（
日
）
●
田
査

員
手
当
て
）
国
の
決
定
額
に
基
づ
き
、

一
調
査
区
3
5
、
0
0
0
円
程
度
●
募

集
人
員
）
5
0
人
●
田
査
地
区
）
遠
賀
町

内
各
地
区
（
一
地
区
約
5
0
世
帯
程
度
）

●
申
込
方
法
）
役
場
企
画
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
企

画
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
●
申
込

糊
間
）
6
月
1
2
日
（
火
）
～
6
月
5
0
日

（
土
）
●
選
考
発
表
）
調
査
員
の
任
命

は
、
選
考
の
う
え
後
日
個
人
ご
と
に
連

絡
し
ま
す
。



●　●　●　●　●

内規受時期

容所付同　日

●　●　　　●　●　　　●　●　●

そ給　　料対　　持場糊
の参∴∴∴∴銅
他晶　　金吾　　問新聞

四〇回日日OnO四日目
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保
健
衛
生
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

℡
　
（
2
9
3
）
1
2
3
4
　
内
線
2
5
3

献
血
の
実
施
に
つ
い
て

6
月
1
9
日
（
火
）

1
0
時
～
1
6
時

役
場
玄
関
前

従
来
の
献
血
に
加
え
て
、

新
し
い
献
血
方
法
の
成
分

献
血
も
実
施
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し

ます。

ま
れ
の
乳
児

診
察
、
身
体
測
定
、
保
健

指
導

母
子
健
康
手
帳

無
料

日
本
脳
炎
予
防
接
種

婦
　
相
　
談

6
月
2
5
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

1
3
時
如
分
～
1
3
時
5
0
分

役
場
保
健
室

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

産
前
・
産
後
の
知
識

妊
婦
体
操
と
お
産
の
補
助

動
作

印
鑑
（
母
子
手
暖
受
領
者

のみ）
無
料

6
月
0
0
日
（
土
）
ま
で

町
内
の
各
病
院
・
医
院

各
病
院
・
医
院
の
診
簾
時

間
内

3
歳
以
上
の
希
望
者

推
戴
以
上
は
1
回
に
つ
き

9
2
0
円

印
鑑

中
学
生
以
下
、
生
活
保
護

及
び
町
県
民
税
が
均
等
到

頭
以
下
の
世
帯
の
人
で
接

種
希
望
者
は
、
役
場
保
健

衛
生
係
で
無
料
用
の
問
診

票
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い

0
歳
児
検
診

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
対
象
者

6
月
約
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
鴫
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

中
央
公
民
館

平
成
元
年
7
月
～
1
2
月
生

ウ
エ
ッ
ト
な
水
無
月

食
中
毒
に
ご
用
・
l
t
〃
‥

梅
雨
期
と
い
う
と
高
温
多
湿
を
イ
メ

ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
気
温

は
そ
れ
ほ
ど
上
が
ら
ず
、
湿
度
が
商
い

の
が
特
徴
で
す
。

気
温
が
少
々
高
く
で
も
、
カ
ラ
ッ
と

晴
れ
た
日
は
と
て
も
快
適
な
の
に
、
ジ

メ
ジ
メ
し
た
こ
の
時
期
は
、
気
分
が
優

れ
ず
、
疲
れ
易
く
、
体
の
だ
る
さ
を
訴

え
る
人
も
多
い
と
か
。

と
こ
ろ
が
こ
の
入
梅
期
、
完
全
な
健

康
体
で
な
け
れ
ば
「
夏
パ
テ
」
を
引
き

起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
健
康
管
理
の

上
で
は
大
切
な
通
過
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

と
く
に
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り

た
い
も
の
で
す
。
充
分
な
蛋
白
質
と
大

量
の
ビ
タ
ミ
ン
C
、
ま
た
ビ
タ
ミ
ン
A

や
B
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

砂
糖
の
摂
り
す
ぎ
に
も
要
注
意
で
す

発
汗
の
多
い
時
に
は
、
賭
じ
茶
や
麦
茶

な
ど
を
、
何
回
に
も
分
け
て
少
量
ず
つ

飲
む
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
衛
生
上
、
気
を
つ
け
た
い
の

か
食
中
誌
。
人
間
に
は
住
み
に
く
い
日

本
の
夏
も
、
細
菌
た
ち
に
と
っ
て
は
「
わ

が
世
の
夏
」
。
思
う
存
分
繁
殖
し
て
、

食
べ
も
の
を
宿
敵
さ
せ
ま
す
。

も
っ
と
も
食
中
毒
を
起
こ
す
菌
と
、

腐
ら
せ
る
菌
は
別
種
の
も
の
で
す
が
、

腐
敗
し
た
食
品
は
ま
ず
危
険
信
号
。
い

ち
ば
ん
困
る
の
が
、
囁
敗
菌
が
つ
か
ず

に
食
中
毒
菌
だ
け
が
繁
殖
す
る
場
合
で

す。
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
・
ブ
ド
ウ
球
菌
・
サ

ル
モ
ネ
ラ
菌
は
、
食
中
誌
菌
の
ご
三
家

と
い
え
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
繁
殖
し
て

も
食
品
の
に
お
い
や
味
、
色
は
変
わ
ら

ず
、
症
状
が
あ
る
ま
で
食
中
毒
と
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
う
っ
か
り
食

べ
て
発
病
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま

す。
調
理
の
際
の
ま
な
板
や
布
巾
も
、
と

も
す
る
と
細
菌
の
媒
介
に
な
り
易
い
も

の
。
時
に
は
熱
湯
消
費
や
、
日
光
に
干

し
て
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ

う
。
食
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
常

に
「
迅
速
」
　
「
清
潔
」
を
心
が
け
た
い

も
の
で
す
。

ま
た
、
注
目
し
た
い
の
か
．
梅
干
〟

で
す
。
梅
干
は
体
内
の
老
廃
物
を
た
す

は
か
り
で
な
く
、
胃
腸
そ
の
も
の
の
働

き
を
整
え
、
殺
菌
力
も
発
揮
し
、
不
足

し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
も
助
け

る
、
ま
さ
に
力
強
い
味
方
と
い
え
ま
す
。

食
後
の
お
茶
に
梅
干
を
加
え
て
。
福

茶
．
を
味
わ
う
一
瞬
も
欲
し
い
も
の
で

すね。


